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 論文審査の結果の要旨
 次世代の光電子材料研究において,高いSHG活性を有する有機分子の開発は急務である。本論文にお
 いて著者はフラーレンとカルボランの物性に着目し,斬新な着想によりこの二つを結合させることで高
 いSHG活性を有する分子の開発に成功した。また,従来これらの活性を有する分子の構造はドナーとア
 クセプターの組み合わせが最善の方法とされていたが,著者が開発した分子はこれと異なり2つのアク
 セプターの組み合わせで高活性を達成しており,この分野の分子種研究において新たな分子設計の手法
 を加えるものである。
 第一章ではこれらフラーレン・カルボラン誘導体の合成法を確立した。また様々な物性測定を通じて,
 この化合物のフラーレン部位及びカルボラン部位が基底状態で2つともアクセプターであることを証明
 した。そのような電子的構造を有しているにもかかわらず,この化合物がSHG活性を有している事を明
 らかにした。
 第二章ではこれらフラーレン・カルボラン誘導体のSHG活性発現のメカニズムを明らかにした。この
 ことによレ)著者は,これらの化合物のフラーレン部位が励起状態ではドナーとして振舞うことを初めて
 明らかにした。また,フラーレン部位とアセチレン部位の共役系拡大効果を実験的に証明した。加えて,
 これら化合物のカルボラン部位が単なる電子求引基ではなく,共役系延長効果を有する特殊なアクセプ
 ターであることを明らかにした。
 第三章では第二章までの結果を踏まえて,更に高いSHG活性を有するフラーレン・カルボラン誘導体
 の合成法を確立し,合わせてカルボラン部位が単なる電子求引基ではなく,共役系延長効果を有する特
 '殊なアクセプターであることを証明した。
 以上,本研究は有機金属化学,クラスター化学と機能物性化学の分野に画期的な貢献をするもので,
 著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって浜崎
 亮提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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